
 

計画の評価のためのグループヒアリング 

 

・１年目は、試行として、対象を絞って実施する。 

 

 子ども 子育て家庭 

対象 幼児 

小学生 

乳幼児を持つ保護者（初心者） 

小学生を持つ保護者（先輩） 

父親と母親 

方法 5～10名のグループヒアリング 

1時間程度 

5～10名のグループヒアリング 

1時間程度 

場の選定 

人集め 

児童館（学童クラブ）に依頼 子育てひろば等地域活動拠点のイベント

等として実施 

子育てグループに依頼 

実施体制 日頃子どもと接している大人に協力を得

る 

子育て経験のある方、日ごろ子育て家庭に

接している方など 

インタビ

ュー内容 

評価指標①～③を問う 

①今の生活は楽しい？何が？（理由） 

②子どもを欲しいと思う？（理由） 

③墨田区に住み続けたい？（理由） 

①子育ては楽しい？（理由） 

②不安や孤立感はある？（理由） 

③父親は子育てに積極的？（父と母）（理

由） 

④父親は育児休業取得した？（理由） 

● しかけや課題 

・参加者のメリット（子育て中の保護者は忙しい。子育てサロンに遊びに来る人？） 

・何かのイベントとの抱き合わせ 

・実施チームづくり 

資料４ 


